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北海道における規模拡大農家の経営動向

柿田　郁子

1．　はじめに

2．規模拡大農家の拡大動向

3．規模拡大農家の資金調達・運用の動向

　1）規摸拡大した農家の概要

　　（1）年度別動向

　　（2）　各経営形態別動向

　2）規模拡大農家の資金調達・運用

　　（1）規模拡大農家の資金調達・運用の特徴

　　（2）農業機械等投資率

　　（3）借入金動向

4．おわりに

1．はじめに

　本論文では、平成5年の冷害を契機に、北海道内の農家の経済動向を的確に把

握することを目的に、道内襲業関係を通じて、主に農協の組合勘定の数値を調査

したデータを用いる。調査期間は平成5年から平成9年の5力年間であり、道内

800戸のデータ集積を目標におこなわれたものである。この800戸のデータから

5力年にわたり、調査が継続して行われ、データが入手可能なものを抽出し、544

戸について集計を行った。経営形態別にみると、稲作207戸、畑作127戸、野菜

106戸、酪農80戸、家畜18戸、肉牛6戸で5力年同…の調査データである。

　この5力年の調査データを川いて、農家の経済状況がどのように変化したかを

みるとともに、調査農家平均の動向との比較によって規摸拡大農家の動向をより

明確にする事を目的とする。
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2．規模拡大農家の拡大動向

　稲作経営は、作付面積の1993年を当曇雨冷にとり、1997年時点でL2倍の作付

面積にしている農家を抽出し、これらの農家を稲作経営における規模拡大農家と

した。稲作経鴬農家は全体では207戸であった。そのうち規模拡大農家は33戸

で、全体のほぼ16％を占めている。表ユからわかるように、作付面積は、規摸

拡大調査農家平均によると93年時点で8．97haが、97年には13．02haで約1．5

倍に拡大している。作付τ面積のうち稲作が93年の7．81haから徐々に作付面積

拡大とともに、97年ではユ0．Ollユaとなるが作付面積における稲作の割合が87％

から毎年数％の減少により、97年では76％までで、約10％ほどの減少であった。

減反緩和、その後の転作再強化による稲作作付馬手lllの変化をうかがえるが、転作

率変化を考えると、さほど大きな変化ではないことが明らかになる。稲作経営の

農家経済の概況をみると、1993年の大冷害、1994年の米価．L昇を反映し、収入、

農業収入の大きな変化がみられる。農家経済については、次章で詳細に述べる。

　畑作経営は、作付面積の1993年を基準他にとり、1997年時点で1．2倍の作付

面積にしている農家を抽漉し、これらの農家を畑作経営における規模拡大農家と

する。畑作経営農家は全体では127戸であった。そのうち規模拡大農家は18戸

で、全体のほぼ14％を占めている。表2からわかるように、作付面積は、畑作

調査農家平均が93年の21haから97年では23haへと微増しているなか、規模拡

大調査農家平均は、93年時点で16．6！haが、97年には29．94haで約！．8倍に比

較的大幅に拡大している。作付面積のうち畑作4晶（小麦、甜菜、豆類、馬鈴薯）

は、93年では全体作付面積の85％で96年までほぼ80％前後を占めていたが、97

年では63％と他の作目への比重が高くなっていることがうかがえる。

　野菜作経営は、作付面積の1993年を基準値にとり、1997年時点で1．2倍の作

付面積にしている農家を抽出し、これらの農家を野菜作経閉における規模拡大農

家とする。野菜作経営農家は全体ではユ06戸であった。そのうち規模拡大農家は

14戸で、全体のほぼ13％を占めている。表3からわかるように、作付面積は、

規模拡大調査農家平均によると93年時点で6．82haが、97年には9．90haで約1．5

倍に拡大している。作付面積のうち野菜作が93年の2．45haから、97年では4．45

haと野菜の占イ∫率が34％から45％と増加傾illlにはあるが、半分以上野菜が主で

はないことが特徴としてみることができる。野菜作経営調イ蚤農家平均においても、

作付面積7haのうち野菜の作付面積が・1｝｝aと、半分以上は越えているが、岡様の

ことがいえる結果となっている。

　酪農経営は、搾乳牛頭数の1993年を基準値にとり、1997年時点でユ．2倍の搾

乳牛頭数にしている農家を抽出し、これらの農家を酪農経営における規摸拡入：農

家とする。酪農経営農家は全体では80戸であった．そのうち規模拡大農家は17
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戸で、全体のほぼ21％を占めている。表4からわかるように、搾乳頭数は、規

模拡大調査農家平均によると93年時点で約47頭が、97年には約64頭で約1．4

倍に拡大していることがわかる。作付顧積については、1995年の77．3！haという

結果が、岡一の農家を抽出したにも関わらず変化が急激なため、データ収集上の

問題があると考えられるが、93年で36．8haから、97年時点で42，3haと約1．2

倍になっている。

　以上のとおり、規摸拡大擬家の定義と、規摸拡大農家の調査農家全体における

占有率、規模拡大率、各経営形態の主な作口の割合等を明らかにした。次章以降、

規模拡大農家の提家経済状況をみる。

　家畜経営農家については、飼養家畜が多様で5力年における変動が大きすぎる

こと、肉牛経営農家はサンプル戸数が少ないことより比較検討が困難な為、各経

営形態別検討で対象外とする。

3．規模拡大農家の資金調達・運用の動向

　表1から表4までより、規模拡大農家の農業所得率は調査農家平均と比較して

高いことがわかる。それは規模の経済性を発揮し単位あたりの農業野人の増加に

伴い、単位あたりの農業経営費の減少によるものなのか、また、単位あたりの農

業経営費も増加させても、なお農業所得率が高いのか、単位あたりの農業思人の

増加が見込めなく、単位あたりの農業経営費も削滅した結果であるのか。ここで

ははじめに、実額で規模拡大農家の概要を見た後、10a当たりの農業収入、農業

経営費などの動向を各経営形態別に調査農家平均と比1変しながら明らかにしてい

く。さらに、資金調達・運用を考えるに当たって、図1より明らかなように調査

農家平均と大きな差が児られる農業機械等資本支出率に注口した。これを支出す

るときの資金調達として、借入金の動向を見る必要があると考えられる。よって

表5から表8より、借入金動向を10a当たりで見るとともに、長期、短期借入等

の詳細な項目別による構成により、分析し規模拡大農家の資金調達の傾向を明ら

かにする。

1）規模拡大した農家の概要

（1　）　年度男軽重力向

　1993年は、5年連続した暖かい冬となった後、オホーツク海高気圧が強い勢

力のまま停滞したため、太平洋高気圧が南に押しやられ、オホーツク海から吹く

東風が強く、4月から8月まで平均気温が5ヶITI連続して低くなり、特に7，8

月目気温は戦後最低であった。石州に一一度といわれるような異常低温、ll照不足
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の年である。［ユ1大冷害で未曾イrの不作であったことを反映し、収入面におい

ては、農業収入がそれ以降の年と比較して非常に低くなっていることがわかる。

特に影響を受けたのは、稲作農家である。稲作農家の規摸拡大農家と調査農家∫｝三

均を比較すると、・とくに規模拡大農家の農業所得率の低さが特徴的である。この

年の他の経営形態の農業所得率はさほど低いものではない。

　1994年は、記録的な高温、少雨で推移したことから、水稲の作柄が良かった

ものの、野菜を中心に干ばつによる農業被害が発生した。水稲の出穂期以降の全

国的な高温、多照の天候に恵まれたことに加え、台風や病害虫による被害も少な

く大豊作になり［2］、また米価上昇を反映し、稲作農家は農業収入が前年の93

年が大冷害だったこともあり、比較すると非常に大きく増加している。

　1995年は雪解けが平年よりはやく進み、また晴れた日が多く高温多照の日が

続いたものの、月頃より雨の日が多く収穫など農作業の遅れが見られた年である。

［3］畑作経’営規模拡大農家、調査農家平均の農業所得率が、この年特に減少し

たことが特徴的である。

　1996年は冬期問の記録的な積雪と、4月の低温・小雨傾向のため雪解けが平

年に比べ2週悶ほど遅れ、5月にはさらに気圧の谷や冷たい高気圧の影響で低温

や日照不足など不順な天候となり、記録的な低温となり、引き続きその後も低温・

日照不足は続き、特に太平洋側やオホーツク軍側では、不順な夏となり、道東の

畑作物を中心に大きな農業被害が発生した。［41野菜作経営調査農家平打ワの農

業所得率が、大幅にマイナスになったことが特徴的である。規模拡大農家でマイ

ナスにはならなかったものの、農業所得率はこの5力年で岐低になっていること

がわかる。

　！997年は、融雪が順調に進み、4月は比較的低温であったが、5月以降気圧の

谷や、オホーツク海の冷たい高気圧の影響を受け、低温・多雨で1．膜（1も少なく推

移した。天気は周期的に変動し、気温は低めに経過し、一年を通して気象変動が

大きい年である。［5］この年は米価急落の影響を’受けて、平均的稲作農家σ）農

業所得率は！4。i％まで落ち込み、調査農家平均程ではないにしても規模拡大農

家は30％を切るに至っている。

（2）経営形態別の特徴

　稲作経営の農家経済概況として、表ユより、はじめに収入面については、93

年の大冷害、94年の米爾上昇に影響を受け、農業収入に大きな変化が見られる。

規摸拡大農家は大規模であるため、農業収人が調査農家神社を比1嚢すると通常は

高いのだが、93年の大冷害の時には逆に規摸拡大農家のほうが抵い結采となって

いる。ここでの、観模拡大農家の作イ掘1積を見ると調査農家マF均より狭いため、

一142一



農業収入も比較して低いのである。調査農家平均の作付面積より拡大が見られる

のは、95年以降である。その翌年、95年に引き続き2年i昌1は、1400万円前後なの

だが、96年で100万円強減少し、97年には米価急落にも関わらず、約50万円増

加している。調査農家平均の農業収入は94年以降は減少傾【1りにある。米痛急落

に伴い、1200万円から1100万円へと100万円減少している。一方、支出面にお

いては、規模拡大農家は支出計が年々増加傾向にあり、よってそれに伴い農業経

営費も増加している。調査農家平均は支出計は94年を除けば、ほぼ！700万円前

後であるにもかかわらず、農業経営費が増加していることが特徴的である。農業

所得面でみると、調査農家平均は94年の470万円をピークに毎年約100万円刻

みで減少し続けている。規模拡大農家は、米価上昇の94年でも約560万円で、

その翌年はさらに約580万円と若干ではあるが増加している。96年はほぼ調査

農家平均と1司額なのだが、米価急落にもかかわらず97年には約100万円の増加

がみられる。調：査提家平均は93、96、97年の所得率からも明らかなように、かな

り農家経済が逼回した状況にあり、規模拡大農家は、93年の大冷害の時の所得

率は約6％で、農業生産だけで農家経済が成り立つとはいえない状況であった。

しかし94、95年には40％を維持し、規模拡大の経済優位性が見られる。再びそ

の後30％にも満たないことより所得確保の不安定性が露呈している。借入金残

高については、規模拡大農家は97年もほぼ減額なのだが、調査農家平均より毎

年約200万ずつ少ない。借入金元金部分を支払った差し引きによると、93年は

二二拡大農家は大きな赤字で、調査農家平均は93年、97年とも赤字額が大きい。

規模拡大農家は、米価上昇した年の差し引きが大きかったのが特徴である。しか

し調査農家平均ほど差引が額としては低くはないものの、96年に15万円、97年

で90万円ほどで、とても農業生産だけで家計を維持し続けることの困難さがう

かがわれる。

　畑作経営の農家経済概況として、表2より、はじめに収入而については、調査

農家平均の収入計が93年から2年ごとに2500万円、2700万円、そして97年に

は2900万円と増加傾向にあるが、農業収入は1900万円前後で停滞している。規

模拡大農家は2600万円前後で推移し、97年には3100万円と急増するが、農業収

入は調査農家平均同様1900万円前後での停滞が見られる。農業以外での収入の

増加か、もしくは資金借入、受人の増加がうかがわれる。支出面においては、支

出計が調査農家平均おいては5力年とも2600万円前後で、農業支出も約！500万

円台で減少傾向にはなく、規模拡大農家においては、93年の2000万円弱から年々

増加し、97年には約3000万円に至っている。農業支出は調査農家平ナ≦」より低く、

93年で約1200万円で年々増加i傾向にはあるが、97年でも1500万円台にはのる

が調査農家平均より低額である。規模拡大農家の支出計が増加するにもかかわら

一143一



ず、農業支出が調査農家平均とほぼ同じであるということは、その他の支出、例

えば資金返済、貯金共済、農業機械船資本的支出が増額しているものと考えられ

る。所得率で見てみると、調査農家平均は最高でも93年の23％で95年には15％

まで減少し、97年には20％になったが、いずれも低い水準である。規模拡大農

家のそれは、93年時点で38％、96年には20％まで減少し、97年でも25％と95

年以降は30％を切り、規模拡大農家としては低いものと考えられる。農業部門

での収益性の低さが現われている。借入金残高は、調査農家平均は約1800万円

前後で推移し、それに比べ規模拡大農家は95年以外すべて、約200万Flずつ低

いのである。95年もわずか40万門高いだけである。元金でみると、元金が急な

増加傾向にあることがわかる。そして規模拡大農家の元金の額が調査農家平均よ

り、毎年100万円ほど低いが同様に急増している。借入金の分析が必要になって

くるものと考えられる。調査農家平均の差引をみると、95、96年ともに赤字で、

93年の最高額で250万Flで、他の年はとても農業生産だけで経営を維持してい

くことは困難である。規模拡大農家においては、96年は多額の赤字、94年赤字

ではないというだけの額であったが、他の年は調査農家平均の差引1｝支高額の倍額、

もしくはそれ以上になっている。

　野菜作経営の農家経済概況として、表3より、はじめに収入面については、調

査農家平均の収入計は僅かながら増加傾向にはあるが、農業収入はユ900万F捕1∫

後で停滞し、96年は600万円で通常の約31il鰭三度しかない。規模拡大農家は、収

入計が2300万円前後で停滞し、農業収入は2000万円前後だが、特に変動はなく

5箇年通して安定している。支出面については、調査農家平均、規模拡大農家と

もに支出計、農業支出がほぼ同じ額である。所得率でみると、調査農家平均の96

年の所得率のマイナス部分を除いたとしても、どの年も30％を切り、農業生産

だけで家計を維持することは困難さが見られる。規1莫拡大農家は95年までは30％

を越えていたのだが、その後30％を切っており、収人確保が期待できるとされ

ている野菜作だが、96、97年はそうとは言い難い状況にある。借入金残高につい

ては若干、規模拡大農家の金額が調査農家平均より低いものの、増加傾向にあり、

元金については、調査農家平均は年々増加傾向にあるが、親模拡大農家は元金の

金額が96年まで停滞している。97年にはほぼ300万円までになったが調査農家

平均よりは低額である。よって、差引額が調査農家平均より額が大きい結果とな

るのである。

　酪農経営の農家経済概況として、表4より、はじめに収入彌については、調査

農家平均の収入計が増加し、それに伴い農業病人も少しずつではあるが増加し、

3000万円以上でほぼ安定した経営である。規模拡大農家の収入計は93年の約3！00

万円から97年には約4500万円で、MOO万円と大きなのびをみせ、農業収入も
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年々増加傾向にある。支黒面においても支出計、農業経営費が調査農家ジド均、規

模拡大農家ともに増加傾向にある。規摸拡大農家のこれらの額は調査農家平均の

それより、100万円から400万「「1ほどずつ高い額で推移している。また、農業所

得においては、調査農家平均は減少傾向にあるが、規模拡大農家は毎年100万円

から300万円の問での変動がある。酪農経営は他の経営形態と比較すると、絶対

額は大きいのだが、所得率をみると調査農家平均は、96、97年は特に減少し、規

模拡大農家は96年に21％まで減少し、この5自由の問、規模拡大農家の所得率

は30％に満たなく、農業生産だけでの家計の維持が困難であることがわかる。

2）規模拡大農家の資金調達・運用

　規模拡大農家は、表1から表4より明らかなように、農業所得率が、調査農家

平均より高い。その要因を分析するために、稲作、畑作、野菜経営においては10a

当たりの農業収入、農業経営費、農業所得、借入金残高、元金で、また酪農経営

においては1頭当たりの農業収入、農業経営費、農業所得、借人金残高、元金で

調査農家平均と比較し、経営形態別の特徴、動向を明らかにする。

（1）規模拡大農家の資金調達・運用の特徴

　稲作規模拡大農家は、表1から明らかなように、ユOa当たりの農業収入が調査

農家平均と比べ、米価上昇の94、95年は約1万円高いが他の年はほぼ岡額である。

94、95年の収入状況は稲作の作付面積が特に変化していないことより、稲作以

外の作目での農業収入の増加によるものではなく、米価上昇の影響が強いことが

わかる。次にユOa当たりの農業経営費を見ると94年から97年まで調査農家平均

より低く、7万円から8万Flで濠州農家平均より95年以降は1万Pl以上低い。10a

当たりの農業所得は93年のみ調査農家平均の2分の1ではあったが、94、95、97

年においては規模拡大農家のほうが高い。10a当たりの借入金残高を見ると規模

拡大農家は5力年全て平均的農家よりも約1万円から3万円ほど低く、10a当た

りの元金を見ても、95年以外は低い額になっている。以上のことより規模拡大

稲作農家は、農業経當費を抑えることで、所得を上げているものと考えられる。

農業経鴬費の削減は、規模拡大農家は作付面積も広がると労働力にも磁界がある

ため、機械などに投資して作業効率を上げるQよって、農業経営費の削ll戎ができ

るのである。また図！より明らかなように、総支出における農業機械等資本支出

は総支出におけるその投：資率は、調査農家平均に比べると、非常に高いものであ

る。機械等への投資のために借入金残高が、・一般的には調査農家平均より高いも

のではないかと考えられるが、この規模拡大農家は、調査農家平均よりむしろ借

入金残高が低い。つまり出品拡大稲作君町家は稲作調査農家平ま‘」と比較して資金調
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達力が高いということが明らかになる。

　畑作規模拡大農家は、表2より明らかなように10a当たりの農業収入が93年

から96年まで調査農家平均より、i万円から3万円高かったのだが，97年は前年

より2．5万門減少し、約2万円近く調査農家平均より低い結呆となっている。ま

た、確実に！0a当たりの農業収入が減少傾向にあることがわかる。10a当たりの

農業経営費で見ると70万円強の水準を保ち、調査農家平均よりも高いことがわ

かるが、やはり玉Oa当たりの農業収入の動向を見たときと1司様に97年には前年

より2．4万円低い。10a当たりの農業所得は93、94、95年までは調査農家平均よ

り2倍近い額であったが、97年の！0a当たりの農業収入減少、農業経営費の減

少で調査農家平均より低い状態にあるが、農業所得率を見ると調査農家平均より

は高いため、低い農業収入に合わせ農業経営費を削減した結呆である。規模拡大

畑作農家は、規模拡大稲作農家とは異なり、農業収入を多くし、その分農業経営

費も多く支出するといった行動をとり、農業所得率の増加につなげているという

ことが93、94年ではいえるものの、年々10a当たりの農業11又入、農業経営費の減

少していることと、97年の急激な10a当たりの農業収入の減少の際の行動は特

徴的である。焼野拡大農家の！0a当たりの借入金残高は、97年を除くと調査農

家平均より高い額である。あわせて10a当たりの元金を見ると、5力年通して調

査農家平均より低いが、96年中で上昇傾向にはある。機械などへの投資のために、

借入金を多くし、元金は低額で徐々に償還している傾向がある。規模拡大農家の

97年の経済状況は、他の年とは全く異なる。97年の農産物価格の変動に影響を

受けたものと考えられる。

　野菜規模拡大農家は表3より明らかなように、！0a当たりの農業収入は調査農

家平均に比べると、93、94年ともに約3万円ほど高いのだが、95年は調査農家

平均よりやや下回っていた。96年は調査農家平均の10a当たりの農業収入の大

幅減少によって、所得が赤字になったにもかかわらず、規模拡大農家の所得は前

年の約2分の1となり、10a当たりの農業経営費を95年置引き続き抑え、農業

収入減少に対応している。97年は調査農家平均はi｝な年より、10a当たりの農業経

営費を約9万円で抑え、所得率の建て直しを計っている。規模拡大農家も同様の

行動をとっているが、！0a当たりの農業収人が調査農家平均よりほぼ倍額で、所

得率は30％を切るものの上昇はしている。規摸拡大農家の95年までの！0a当た

りの農業所得は安定し、規模拡大稲作、畑作農家のそれに比べると、その高さは

規模拡大野菜作農家の特徴であった。また、10a当たりの農業収人が高いことで

10a当たりの農業経営費も多く支出するといった経営であった。しかし、95年を

ピークに傾向に変化がみられる。次に10a当たりの借入金残高、　IOa当たりの元

金を見ると、調査農家平均は93イ1三から96年まで年々ユ0εビ1をたりの借人金残高が
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上昇していることと比べ、規模拡大農家は金額も低くほぼ約145万円で安定し、

よって10a当たりの元金も低額である。規模拡大野菜作農家は、支出計における

機械などへの投資率が高いが、借入金に依存していないことと、農業経営費で支

出を削減しているわけでもない。ゆえに野菜作訓査農家平均より資金調達力があ

るということがいえる。

　酪農規模拡大農家は、表4より明らかなように1頭当たりの怠業収入は、93

年、94年は調査農家平均よりも高く、また1頭当たりの農業経営費も相応して

いたが、95年以降平均定農家より1頭当たりの農業収入が下回る結果となった

ため、1頭当たりの農業経営費も抑えてきている。96年を除けば、この傾向によ

って！995年には農業所得率を30％にし、97年には25％になっている。1頭当た

りの農業所得を兇てみると、調査農家平均より高いが額として大きな差は見られ

ない。次に1頭当たりの借入金残高は5力画通して調査農家平」勾より高い額であ

るものの年々減少傾向にあり、調査農家平均の額に近づきつつあるまでになって

いる。1頭当たりの農業所得の減少に伴い、1頭当たりの借入金残高の額も抑え、

本来の規模拡大農家としての傾向とは異なるものになってきている。

（2）農業機械等投資率

　規模拡大農家の総支出における農業機械等投資率は、図1より明らかなように

調査農家平均と比較してもいかに高いかが歴然としている。稲作、畑作、野菜作

規模拡大農家は、ほぼ30％から40％で、酪農規模拡大農家は約20％である。調

査素心平均は5力年通して、5％を切るほどである。

（3）借入金動向

　稲作、畑作、野菜作経営の規模拡大農家は、表ユから表4まででわかるように

実額で見た場合、調査農家平均より借入金残高が全体的に低いことがわかる。一．・・

般的に規模拡大の為、農業機械などの投資で資金の必要性が高いため、借論調残

高も多額になるのではないだろうかと考えられる。しかし、今圃の調査データか

ら規模拡大農家ではそのような傾向は、酪農経営規模拡：ノく農家のみに見られる結

果となった。規模拡大農家の借入金の額が低いにも関わらず、農業所得が調査農

家平均よりも高い誌面の一つとして、資金の借入方法をあげることができる。よ

ってここでは、各経営形態別にユOa当たりの借人金の動向を、調査農家平均と比

較しながらみていく。

　稲作規模拡大画家は、表5より10a当たりの借入金残高計、長期借増金計、

短期借入金計は調査農家平均より5力年金てにおいて低い額であることがわかる。

規模拡大農家、調査農家平均の長期借壷金は、ともに94年をピークに減少傾向
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にある。長期借入金の申でともに農林公庫資金が大きなウェイトを占めるが、次

に構成比割合が高いのはその他の制度資金、系統資金、生活関連資金、生活関連

資金である。この長期借入金の構成より明らかなことは、規模拡大農家は、農機

具ローン、生活関連資金が調査農家平均より5力年において高い額で推移してい

ることである。調査農家平均はその他の制度資金、また系統資金は規摸拡大農劣《

のほぼ倍額以上で依存している。次に、短期借入金についてだが、調査農家平均

の共済見返貸付金が短期借入金の多くを占め、規模拡大農家は年毎での若干の変

動はあるが低い額で推移している。稲作経営においては、10a当たりの借入金構

成分析の結果、規模拡大農家は全体の額は低いものの、観摸拡大の際に必要な農

機具など、また生活関連に比較的資金を投入していることが明らかである。

　畑作規摸拡大農家は、表6よりわかるように10a当たりの借人金残高は、調

査農家平均より、97年を除きむしろ高い額である。短期借入金においての比較は

調査農家平均のほうが規模拡大農家の倍額以上で多く依存していることがわかる。

長期借入金の構成で規模拡大農家が大きなウェイトを占めるのは、系統資金であ

る。年々減少傾向にはあるものの、その額は96年まで調査農家平均のほぼ3倍

の額である。農林公庫資金は調査農家平均より低く、規模拡大の際必要となる農

機具ローンの額は調査農家平均のその額より低いことが特徴的である。畑作経営

の規模拡大農家は長期借入金に多く依存し、中でも長期系統資金の額が高いこと

がわかる。

　野菜作規模拡大農家は、表7より、10a当たりの借入金残高は、5宿年通して

調査農家平均の額より低く、ユ5万円前後で停滞していることがわかる。比較す

ると調査農家平均は年々増加傾向にあることがわかる。構成で見ると規模拡大農

家の長期借入は95年以降減少傾向にあり、調査農家平均と逆の傾向があるQ農

機具ローンの額は、調査農家平均とほとんど変わらず、大きな違いはその他の制

度資金の額が93年から95年まで高いことである。また、短期借入では、規模拡

大農家の額は調査農家平均に比べはるかに額が低かったが、96年以降、共済見

返貸付金から貯金担保貸付の額を上げ、長期借入減少のためか短期借入に依存し

始めていることがわかる。

　酪農規模拡大農家は表8よりわかるように、10a当たりの借入金残高は5力年

通して調査農家平均より高い額である。しかし年毎に減少傾向にあり、調査農家

平均の額に近づきつつある。規模拡大農家は長期借入金に大きく借入を行い、む

しろ短期借入はほとんどしていない。長期借入金のほうで見ると、農林公庫資金、

その他の制度資金、系統資金から主に借入をしているのだが、規模拡大農家は、

その他の制度資金、系統資金に多く依存していることが、調査農家平均と比・面し

てわかる。規摸拡大の際、必要な農業機械などの為の、農機具ローンの額は額と
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しては低いが、調査農家平均よりは高い。規模拡大酪農経鴬の借入金は、多く長

期借入に依存し、拡大とともに借入金額を抑えてきていることがり1らかになった。

4．おわりに

　規模拡大農家の拡大動向をみるため、各経営形態別に稲作、畑作、野菜作にお

いては作付面積が、酪農経営においては搾乳牛頭数が93年から97年で1．2倍に

なった農家を抽出し、これらを規模拡大農家とした。

　この規模拡大農家の経済状況を明らかにするために、調査農家平均との比較に

よって、はじめに実額で5力年の動向を分析した。規模拡大農家の各経営形態を

通していえることは、調査農家平均より農業所得率が高いことであった。なぜ規

模拡大農家は農業所得率が高いのか。これを検討するために10a当たりの農業収

入、農業支出、農業所得、借入金残高、元金を分析した。規模拡大農家は、作付

面積や搾乳牛頭数を増加させる場合、規模の経済性を十分に発揮させた上で、農

業所得率が高いのかどうかを明確にするためである。よって、各経営形態別の傾

向が明らかになった。

　規模拡大農家の特徴として、農業機械等資本投資率が高いことに注目した。農

業機械等資本投資行動が、農業所得率にも大きな影響を及ぼすものと考えられる

ため、この資本に対する資金調達をどのように行っているかを検討した。借入金

残高の構成、その動向を見ることで規模拡大農家の資金調達の傾向が明らかにな

った。

　以上分析の結果より、規模拡大農家は調査農家平均と比べ、農業機械等投資率

は高い。しかしその資金調達を信入金に多く依存することはない．それにも関わ

らず、農業所得率の水準をさほど下げていないという結果より、規模拡大農家は

自己資金調達力に優れているということが明らかになった。
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表隆稲作経営の概要
〈規模拡大農家〉 単位：ha、千円、％

区分 1993 1994 1995 1996 1997

作付面積
うち稲作

収入計
農業収入
支出計
農業経営費
農業所得
農業所得率
借入金残高
元金

差引

農業収入／紛a

農業経鴬費／10a
農業所得／10a
借入金残蕎；ハOa

元金／10a

A　　　　　　　　　8．97

B　　　　　　　　　7，81

C　　　　　　　　15800
D　　　　　　　　　7522

E　　　　　　　　15251

F　　　　　　　　7038
D千　　　　　　　　484
（D－F＝）／D＊下00　　　　　6、43

G　　　　　　　　I2850
H　　　　　　　　　1572
（D－F）一H　　　　　　－1089

　　　　　　　　83．85

　　　　　　　　78，46
　　　　　　　　　5．39

　　　　　　　143．26
　　　　　　　　17、53

10．03　　　　　10．64

　8，84　　　　　9．14

19211　　　　20111

14076　　　　13957

i8507　　　　18852

8428　　　　　8142

5648　　　　5815

40」3　　　 4L66
14529　　　　17956

2033　　　　　2785

3615　　　　　3030

140，34　　　13t17

84．03　　　　　76．52

56．32　　　　54，65

144．85　　　　168．76

20．27　　　　26．18

11．54　　　　13．02

　9．20　　　　 10，01

19147　　　20089
12849　　　　13391

18889　　　　19665

10050　　　　　9748

2799　　　　　3643

2L78　　　　27，21

鷹6596　　　　18153

2641　　　　2712

　噛58　　　931
111．34　　　102、85

87．09　　　　7487

24．25　　　　27．98

143，81　　　139，42

22．89　　　　20．83

（資料：農業経営勤向観瀾調査票」1993－1997年度より作成）

表2燭乍経賞の概要
　　　　　　　　　　　　　　〈規模拡大農家〉 単位：ha、干円、％

区分 1993 1994 1995 ig96 1997

作付薦積　　　　A

うち翅鞘4品　　8
収入計　　　　C
農業収入　　　D
支出計　　　　E
農業経営費　　F
農業所得　　　　D－F
農菜≡所そ耳鼻　　　　（D－F）／D寧100

燈入金残高　　G
元金　　　　　H
差引　　　　　（Dヂ）一H

農業収入バOa
農業経営費／10a
農業所得／iOa

惜入金残高／1Qa
元金／10a

16，63

14．07

25806
20294

唱9792
12451

7843

38．65

16フ69

1128
7809

122、18

7496
47．22

100，96

　6．79

」7．5フ

14．48

26664
18764
21747
13067

5697

30．36

15983

　1292

　　33
106．79

74．37

32．42

90，97

　7，36

19．23

嘆5，05

25788
18266
24633
13925
4341

23．76

18114
2083
5664
9499
7241
22．57

94，19

｛0．83

2α83
16，74

26806
19472

25034
15559
3913

2Q、10

187Q3

2803・

一1323

93，48

74β9
18．79

89．79

13．46

29．94

19．09

3蓬088

20424
28990
15188
5236

25．64

15951

35噛6

5236

68．22

5α73

17．49

53．28

11．74

（資粋，農業経営動向観測調査票」1993－1997年度より作成〉

〈調査農家平均〉 単位：ha、千円、％

1993 1994 1995 1996 1997
10．29　　　　　可0．51　　　　10．33

　8．46　　　　　8B7　　　　　8．40

16661　　　　19560　　　　18054

8738　　　　13755　　　　12563

16174　　　　18777　　　　17164

7852　　　　　9027　　　　8978

　886　　　　　4727　　　　　3585

10．下4　　　　34，37　　　　28．53

14964　　　　16116　　　　19378

1938　　　　　2270　　　　　2557

－1051　　　　2457　　　　　1028

84．92　　　　130．87　　　121．62

76．31　　　　85．89　　　　86．92

　8，61　　　　44，98　　　　34，70

14542　　　153．34　　　187．59

i8．83　　　　21．60　　　　24．75

10．47　　　　10、98

　8．13　　　　　8．71

18159　　　180唱9

12399　　　　11320

17842　　　　17418

9633　　　　　9フ22

2766　　　　　1597

22．3可　　　　可嬬，了1

18536　　　　17970

2674　　　　2814

　　92　　引217
118，43　　　103．09

92．01　　　　88．54

26，42　　　　14．55

177，04　　　　蓬63，66

25．54　　　　25．63

〈調i査農家平均〉 単位：ha、千円、％

1993 1994 1995 1996 1997

20，9フ

唱8．23

25254
19616
25264
15045
4571

23．30

18097

2026
2545

93．54

71．74

21．80

86．30

　9．66

21．36

18．53

25223
19393
26393
15642
3751

ig．34

18085
2965

　785
90．79

73，23

17．56

84，67

13B8

22．00

！8．64

27255
18308
26720
15553

2755
15．05

17697

3220

－465

83，22

70，70

12．52

80．44

14．64

21，94

19．03

27378
18644
26267
15544
3101

16，63

19443
3201

－101

84．98

70．85

14」3

88．62

1459

23．22

19、37

29389
20048
26897
15875
4173

2Q．82

17980
3900

　273
86．34

68．37

17．97

77．43

16BO
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表3聾菜作経営の概要
〈規模拡大農家〉 単位：ha、千円、％ 〈調査農家平均〉 単位：ha、千円、％

区分 1993 1994 1995 1996 1997 1993 1994 1995 1996 1997

作磐面積
うち野菜

収入計
農業収入
支出三
農叢経営費
農業駈建
艦業藤得率
借入金残嵩
元金
差引

農業収入ハOa

農業所得／10a

　　　　向
元金月Oa

A
B
C
D
E

F

D－F
（D－F）／D＊100

G
．8
（D－F）一H

農業経営費／10a

借入金残實ハOa

　6．82　　　　　7．00　　　　　8．01

　2．45　　　　　2．59　　　　　3．69

22694　　　　24285　　　　23368

19432　　　　2芽261　　　　19766

22195　　　　24869　　　　24443

13492　　　14661　　　13149
　5940　　　　　6601　　　　　661フ

30．57　　　　3噛．05　　　　33，48

　9880　　　　10567　　　　11979

　1803　　　　1964　　　　1229

　4136　　　　　4637　　　　5388

284．92　　　303．フ3　　　246，76

197，83　　　209，44　　　164．16

87．◎9　　　　94，30　　　　82．61

144，87　　　　15α95　　　　149．55

2644　　　　28．05　　　　15．35

　8．54　　　　　9。90

　3，81　　　　　4．45

22491　　　　24141

了8261　　　20375

23242　　　　25581

14382　　　　15134

3879　　　　　5240

2t24　　　　25．72

12204　　　　｛4898

　1890　　　　　30フ2

　1989　　　　　2168

213，83　　　205．80

168．41　　　152．87

45．42　　　　52．93

142，90　　　　150，48

22．i3　　　　31．03

　7，65　　　　　フ．62　　　　　7，38

　3．58　　　　　3．58　　　　　4．12

23199　　　24660　　　24207
響9033　　　　21039　　　　，8741

24166　　　　24829　　　　24393

14141　　　14740　　　14230
4892　　　　　6300　　　　4511

25．70　　　　29，94　　　　24．07

望1188　　　　116で7　　　　12358

　1922　　　　　2916　　　　2193

　2970　　　　　3383　　　　　23噛7

248．80　　　276．11　　　253．94

18485　　　193．43　　　192B2

63．95　　　　8267　　　　6t12

14625　　　152．45　　　167．46

25．13　　　3827　　　29．72

　739　　　　　7．45

　4，14　　　1t79
　24425　　　　25300

　6228　　　　19002

　24884　　　　25622

　14623　　　　15301

　－8395　　　　　3701

－134．79　　　　19．48

　14209　　　　舌4852

　3可92　　　　　3587

－11587　　　　　　114

　8428　　　255．07

197．88　　　　205．38

－113、60　　　　49．68

192．28　　　　199．35

　43．19　　　　　48，15

債料：農業経賞動向観測調登票」1993－1997年度より作成〉

表4酪農経営の概要
　　　　　　　　　　　　　　〈規模拡大農家〉 単位：ha、頭、千円、％　〈調査農家平均〉 単位：ha、頭、千円、％

区分 ig93 1994 ⑲95 1996 1997 1993 1994 1995 1996 1997

作｛寸薗積

重乳牛頭数
収入計
農業紋入
支出三
農業経営費
農業所得
農業駈得率
借入金残高
元金

差嶺

農莱収入／頭

農業経営費／頭

農楽所得／頭

倦入金残高／頭
禿金／頭

A
B
C
D
ε

F

D－F
（D－F）／D＊100

G
H
（D－F）一H

36，84

46．88

31088
32694
35735
23199
9494

29．04

36730
2943
6551

69，74

49．49

20．25

78，35

　6，28

36．96

49．59

359フ6
33225
37886
24506
8720
26．24

36140
4793
3927

67．00

49．42

17．58

72．88

　9．67

77．31

56B2
39283
35724
40612
25031
10694

29．93

35221

455フ

6136

62．87

44．05

18．82

61，99

　8．02

46．10

56．24

42570
35895
43263
28229
7665

21．36

36260
4326
3339

63．82

50．19

13．63

64．47

　7．69

42．31

63B8
44600
38218
45024
28587
9631

25．20

36233

4調7
55！5

59β3
44，75

15つ8

56．72

　6．44

30．73

46．79

34831

31382
36005
22659
8723

27．80

28773
2947
5776
67．0ア

48，43

18．64

61．49

　6．30

3t20
48．35

34443
30762
35766
22513
8249

26．82

27693
3821

4428

63．62

46．56

17．06

57．28

　7．90

42．12

49．94

37867
32345
37538

234釜6
8930

27．61

27806
3798
5132

64．77

46，89

17．88

55．68

　7．60

38．19

49」3
39793
32692
39960
24924
7768

23、76

26693
4183
3585

66．54

50．73

15，81

54．33

　8．51

39、10

5α70
41363
33186
418ig
26388
6799
20，49

27820
4484
2315

65，46

52，05

13．41

54、87

　8．84

（資料：農業経営動向観測調査票」1993－1997葬度より作成）
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（資料：「農業経営動向観測調査票」1993－1997年度より作成）
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雲5稲作経営の10a当たり借入金残高構成
〈規模拡大農家〉 単位：予円

鷹分 1993 蓬994 1995 1996 蓬997

借入金長期二二公摩資金
借入金長期農業近代化資金
借入金残高長期農業改良資金
借入金残高長期その他制度資金
惜入金残高長期系統資金
借入金残蕎i長期農機具ローン

借入金残高畏期生活関連資金
長期借入計
借入金残高短期証馨貸付金
借入金残高短期共済屍返貸付金
借入金残高短期貯金撫保貸付金
短期借入誹
借入金残蕎；土地改泉負担金

借入金残高誹

　83．5　　　　　90．7

　40　　　　2．6

　α0　　　　0．0
　17．8　　　　　16，3

　4．8　　　　4．5

　7．0　　　　9，4

　16．7　　　　　蓬4．3

雀33．8　　　　137．9

　2．｛　　　　0．0

　5．8　　　　54
　｛．5　　　　1．5

　9．4　　　　6，9

　0．0　　　　0．0

葉43．3　　　　144，9

　75．5

　t2
　0．8

　25．C

　34
　7．3

　2t5
134，7

　謹．4

　2．3

　0．9

　46
　29．5

欝8．8

　70．9　　　　　73．2

　0．0　　　　0．7

　3．7　　　　2．6

　崖2．4　　　　　蓬t9

　7，9　　　　6．2

　5、0　　　　8．6

　｛6．7　　　　　蓬4．2

1茎6．5　　　　1遷7．5

　1．5　　　　0．0

　20　　　　2β
　0．0　　　　5．0

　3．5　　　　7．3

　23．8　　　　　14．6

143．8　　　　雀39．4

（資料：「罎業経営動向観測調査粟」1993一蓬997年度より作成）

表6優作経営の10a当たり借入金残高構成
〈規模拡大農家〉 単位：千円

区分 歪993 1994 1995 1996 1997

借入金長期農林公庫資金
借入金長期農業近代化資金
借入金残高長期農業改良資金
借入金残蕩長期その他糊度資金
借入金残高長期系統資金
借入金残高長期農登降ローン
借入金残高長期生活関連資金
長期倦入計
借入金残高短期証：欝貸付金

借入金残高短期共済見返貸付金
借入金残高短期貯金擦保貸付金
短期借入誹
借入金藁蕎土地改良負担金
借入金残蕎欝

　40．9

　47
　0．1

　8．9

　32つ

　0．4

　9、4

96．3

　0，0

　4．6

　0．0

　4．6

　0．0

望OtO

36．5

　3．9

0，◎

　8．7

30．8

　2．2

　8つ

90．1

0．4

0．5

0．0

0．9

0．0

91，0

41」

　3．3

　0つ

11，2

22．4

　3．2

　8．6

89．8

◎．0

　2．8

0．4

3．2

　1．2

942

42．5

　2、4

　0．0

　7．3

26．3

　4．0

　5．2

87．8

　αO

　l．7

0．O

t7
0．3

89．8

26．6

　1。3

　0．0

　9．2

　6．8

　3，1

　5、8

52．8

　0，1

α4
◎．0

0。5

0．0

53．3

（資料：「農業経営動向観測調査粟」1993－1997年度より作成）

〈調査農家平均〉 単位：千円

1993 1994 1995 董996 1997

　77．1　　　　　83」

　40　　　　4．4
　1．1　　　　1．3

　27．7　　　　　28．5

　10．0　　　　　10．5

　5．0　　　　6．7

　10．0　　　　9．6

134．9　　　　144，0

　2，1　　　　0．6

　6．7　　　　6．9

　葉．1　　　　1．5

　9．9　　　　9．0

　0．6　　　　0，3

145．4　　　　霊53．3

　75．4

　3．6

　1．0

　34．7

　10．4

　5．9

　14，4

重45．5

　α4
　5．Q

　t9
　7，3

　34．8

187。6

　80．1　　　　　75．9

　t3　　　　2．7
　4，1　　　　1．0

　歪3．3　　　　　13．6

　19．6　　　　　17、3

　5．9　　　　72
　16．2　　　　　15，0

140．5　　　　葉32．7

　2．3　　　　2．5

　6，1　　　　6．6

　0．7　　　　2．8

　9．霊　　　霊t9

　27．5　　　　　霊9．0

177，0　　　　163．7

〈調査農家平均〉 単位：千円

壌993 1994 1995 1996 蓬997

48．8

　2，8

0．2

　a3
　9．7

　1．0

　9，4

78，2

　1．6

　3．2

　3．4

8．1

α0

86．3

47．1

　2．1

　α2

　6．4

給．6

　2．0

　8．3

76．7

　1．3

　2．7

　3．9

7．9

0．0

84．7

43．8

　1．フ

　0．2

　6β

　8．7

　2，8

　9．7

73，3

0．6

　2．0

　3．2

5．8

　1．3

80，4

46，1

　1．2

　0．8

　6．8

1α5

　3．3

10．8

79．5

　1．2

　3．6

　2．8

7．7

　1．4

8a6

41．5

　α8

　0．6

　5．7

　7．4

　3．6

　8．5

68．1

　t1
　3．2

4．5

8．7

α6

77．4
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表フ野菜経営の10a当たり借入金残高構成
〈規模拡大農家〉 単位：手円

区分 1993 1994 1995 1996 1997

借入金長期農林公庫資金
借入金長期農業近代化資金
借入金残高長期農業改良資金
借入金残葛長：期その他制度資金

借入金叢薄長期系統資金
借入金残蕎長期農機具ローン
借入金残高長期生活関連資金
長期借入計
借入金残高短期証書貸付金
借入金残高短期共済晃返貸付金
借入金残高短期貯金担保貸付金
短期借入計
借入金残高土地改良負担金
借入金残薦計

　63．9　　　　　59．9

　16．8　　　　　蓬4．7

　0．0　　　　0．0

　22．4　　　　　3α9

　28．9　　　　　22．2

　0．2　　　　7，1

　フ．7　　　　6。8

139．9　　　　14肇．6

　Q，0　　　　0．0

　2．4　　　　7．4

　0。0　　　　0．0

　2．4　　　　7，4

　2．6　　　　1．9

灌44．9　　　雀51．0

　59．7

　10．1

　0．0

　39．4

　9．0

　9．3

　17．3

144．8

　0．0

　0．7

　t2
　2．0

　2．8

鱗9．6

　53．7　　　　　59．O

　茎0．9　　　　　10．5

　0．O　　　　O，0

　8．2　　　10。5
　23．6　　　　　蓬5，1

　7．2　　　　フ，9

　25．9　　　　　2LO

唯29．5　　　　茎23．9

　0．0　　　　0．0

　8．5　　　　3．6

　2．5　　　2望．2

11．0　　　　　24．7

　2．5　　　　1．9

142．9　　　　150．5

（資＊三｝：「農業経営動向観測調査票」1993－1997年度より作成）

表8酪農経営の1頭当たり借入金残高構成
〈規模拡大農家〉 単位：千円

区分 匪993 遷994 1995 1996 1997

借入金長期農林公庫資金
借入金長期農業近代化資金
借入金残蕩長期農業改良資金
借入金残高長期その他制度資金
借入金残高長期系統資金
借入金残高長期農機異日一ン
借入金残蕩長期生活関連資金
畏期借入計
借入金残高短期証書貸付金
借入金残高短期共済見返貸付金
借入金残高短期貯金担保貸付金
短期借入計
借入金残高土地改良負担金
倦入金残高計

30．6

　2．7

　1．0

嘩5．6

19．Q

　L8
　5．4

76．0

　1．9

◎．2

　0．2

2．3

0．0

78．3

27．9

　2．3

　1．7

13．6

18．7

　1，7

　4．7

70．6

　t5
　0．3

　0．5

2．3

◎．0

72．9

22，1

2。4

2．3

1哩．O

16つ

2，9

2．6

59．2

0．0

0．4

0．6

0．9

　1．9

62．0

23．3

0．7

2．1

10．3

蓬6、5

2，8

3，8

59．6

0．0

0．0

0．4

0．4

44
64．5

20．5

α6

3．2

7．3

蓬6．8

2．6

3．6

54．7

0つ

α6

0．5

1．1

0．9

56．7

（資料：「農業経営動向観測調査票」1993一蓬997年度より作成）

〈調査農家平均〉 単位：千円

ig93 1994 1995 1996 1997
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